
●ホームページ  http://iwatemachi_shakyo.org

2017.7月
86号

⁃平成 28年度  事業報告・収支決算  ��� 2～3
⁃平成 29年度  事業計画・収支予算  ��� 4～5
⁃岩手町シルバー人材センターのお知らせ��� 6
⁃社協会費・社明募金のお知らせ／ 
寄附金のご報告 �������������� 7
⁃新役員・新評議員の紹介���������� 8

岩手町老人クラブ連合会主催の
スポーツ大会では、大いに盛り上がりました！
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講
師　

ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
主
宰

　
　
　
　
　
　

ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
　

保
　

氏

⁃
広
報
活
動

・
社
協
だ
よ
り
発
行

　

第
83
号
　

平
成
28
年
7
月
発
行

　

第
84
号
　

平
成
29
年
2
月
発
行

　

第
85
号
　

平
成
29
年
3
月
発
行

⁃
日
常
生
活
支
援
事
業
の
支
援

・「
シ
ョ
ッ
プ
メ
イ
ト
笈
の
口
」
の
取
り
組
み

・�

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
岩
手
支
援
財
団
助
成
金

（
ご
近
所
支
え
合
い
活
動
助
成
事
業
）
の
申
請
及
び

報
告
事
務
支
援

福
祉
教
育
の
推
進

⁃
第
24
回
岩
手
町
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　

応
募
総
数
　

57
点

　

最
優
秀
賞
5
点
・
優
秀
賞
5
点
・
佳
作
22
点

⁃
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
学
習
へ
の
協
力

・
沼
宮
内
小
学
校
（
４
年
生
49
名
と
保
護
者
）

　
　

車
い
す
体
験
・
白
杖
体
験

・
川
口
中
学
校
（
3
年
生
25
名
）

　
　

防
火
学
習
・
災
害
時
の
避
難
誘
導
サ
ポ
ー
ト

居
宅
要
援
護
者
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⁃
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

延
べ
利
用
回
数
　

４
、9
3
0
回

社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

⁃
理
事
会

　

6
回
開
催

⁃
評
議
員
会

　

４
回
開
催

⁃
各
委
員
会

　

総
務
委
員
会
　
　
　

2
回
開
催

　

事
業
運
営
委
員
会
　

１
回
開
催

　

広
報
委
員
会
　
　
　

１
回
開
催

⁃
正
副
会
長
定
例
会
議

　

毎
月
第
１
火
曜
日
　

業
務
内
容
の
確
認
・
検
討
な
ど

⁃
保
育
所
長
会
議

　

毎
月
15
日
　

業
務
連
絡
・
課
題
検
討
な
ど

⁃
事
務
局
職
員
会
議

　

毎
週
金
曜
日
　

業
務
連
絡
・
課
題
検
討
な
ど

地
域
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
実
施

⁃
第
36
回
岩
手
町
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

　

期
日
　

平
成
28
年
11
月
29
日
（
火
）

・
式
典

　
　表
彰　　

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
　

４
名

　
　
　
　
　
　

共
同
募
金
運
動
功
労
者
　

１
名

　
　
　
　
　
　

広
く
社
会
に
顕
彰
す
る
も
の
　

１
名

・
第
24
回
岩
手
町
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　作
品
発
表　

5
名

・
講
演

　
　演
題　

「
見
守
り
活
動
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

「
見
守
ら
れ
活
動
」
へ

⁃
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

延
べ
利
用
枚
数
　

36
枚

⁃
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

延
べ
利
用
回
数
　

１
0
0
回

⁃
集
合
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

延
べ
利
用
者
数
　

3
3
１
名

⁃
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
）
へ
の
協
力

　内
容　

預
貯
金
の
払
出
及
び
支
払
い
等
金
銭
管
理

　

利
用
者　

８
名

地
域
福
祉
活
動

⁃
子
育
て
サ
ロ
ン
「
す
く
す
く
」（
毎
月
第
４
木
曜
日
）

　

延
べ
参
加
組
数
52
組
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
67
名

⁃
敬
老
会
の
開
催

　

平
成
28
年
9
月
11
日
（
日
）

　

2
、9
８
2
名
中
／
１
、４
0
6
名
参
加

⁃
金
婚
慶
祝
会
の
開
催

　

平
成
28
年
11
月
１
日
（
火
）

　

23
組
中
／
15
組
参
加

⁃
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
補
助
金
の
助
成
（
6
団
体
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
助
成（
9
団
体
　

91
名
）

町
立
保
育
所
運
営
受
託
事
業
の
推
進

⁃
保
育
事
業

　

川
口
保
育
所
・
沼
宮
内
保
育
所
・

　

一
方
井
保
育
所
・
水
堀
保
育
所

平
成
28
年
度 

社
会
福
祉
法
人
岩
手
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告
書



第86号

3

⁃
岩
手
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

（
川
口
保
育
所
併
設
）

⁃
川
口
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業

　

（
川
口
保
育
所
併
設
）

そ
の
他
の
取
り
組
み

・�

生
活
福
祉
資
金
・
助
け
合
い
金
庫
の
活
用

及
び
更
生
援
助
各
種
募
金
活
動
へ
の
協
力
　

・
日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
募
金

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

法人単位資金収支計算書
（自）平成 28 年 4 月 1 日　（至）平成 29 年 3 月 31 日

� （単位：円）
勘定科目 予算（A） 決算（B） 差異（A）−（B）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 4,253,000 3,784,900 468,100
寄附金収入 1,000,000 345,676 654,324
経常経費補助金収入 31,720,000 28,790,120 2,929,880
受託金収入 10,808,000 9,980,150 827,850
貸付金収入 650,000 219,535 430,465
事業収入 440,000 407,950 32,050
負担金収入 580,000 310,000 270,000
介護保険事業収入 14,800,000 13,134,963 1,665,037
保育事業収入 243,122,000 201,874,569 41,247,431
障害福祉サービス等事業収入 6,388,000 6,548,025 △ 160,025
受取利息配当金収入 95,000 95,196 △ 196
その他の収入 4,793,000 4,044,480 748,520
事業活動収入計 318,649,000 269,535,564 49,113,436

支
出

人件費支出 238,317,000 204,682,368 33,634,632
事業費支出 45,969,000 39,281,900 6,687,100
事務費支出 18,103,000 14,484,466 3,618,534
共同募金配分金事業費支出 820,000 765,000 55,000
助成金支出 5,647,000 5,581,200 65,800
負担金支出 220,000 218,300 1,700
その他の支出 4,762,000 4,002,560 759,440
事業活動支出計 313,838,000 269,015,794 44,822,206
事業活動資金収支差額 4,811,000 519,770 4,291,230

そ
の
他
の
活
動

収入 その他の活動収入計 0 0 0
支
出

長期貸付金支出 650,000 8,000 642,000
その他の活動支出計 650,000 8,000 642,000
その他の活動資金収支差額 △650,000 △ 8,000 △ 642,000
予備費支出 4,161,000 0 4,161,000
当期資金収支差額合計 0 511,770 △ 511,770

　　　　  前期末支払資金残高 44,009,069 44,009,069 0
　　　　  当期末支払資金残高 44,009,069 44,520,839 △ 511,770

昨年の沼宮内小学校
キャップハンディ体験

昨年の水堀保育所のお茶会
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　我が国の経済情勢は、長期の景気低迷から抜け出
し緩やかな回復基調にあるとされていますが、地方
においては依然として景気回復の実感が乏しい状況
にあり、加えて急速に進む高齢社会と人口減少社会
の到来により、地域社会や家庭環境等の変化による
近隣関係の希薄化や社会的孤立の問題も生じていま
す。
　また、団塊の世代が高齢者世代となり、それに並
行しながら生産年齢人口も減っており、社会保障や
医療制度にも影を落としています。一方、震災や豪
雨災害等においては、地域住民やボランティアによ
る「助け合い・支え合い」の重要性の認識が深まり、
災害ボランティアや高齢者等要援護者への見守り活
動など自主的な地域活動も広がりつつあります。
　このような社会背景の中、社会福祉法人の制度改
革が本格的に動き出します。経営組織の見直し、事
業運営の透明性の向上、財務規律の強化、地域にお

ける公益的な取り組みを実施する責務など町民に対
する説明責任及び地域社会への貢献といった社会福
祉法人が備えるべき本来の役割を果たすことがこれ
まで以上に強く求められることになります。
　本協議会は、定款の変更に伴う新たな体制をもっ
て、住み慣れた地域で安心して生活できる福祉のま
ちづくりを目指し、地域福祉サービスの更なる充実、
地域福祉活動の一層の推進を図って参ります。また、
高齢者・障がい者福祉支援、子育て支援、福祉教育
等各種事業の実施、特にも、みまもり支援システム
の導入の検討に着手するなど、平成 28年度に策定
した地域福祉活動計画に基づき着実に事業実施を進
めて参ります。
　今後も、町や地域福祉に関係する団体・機関と連
携を密にしながら常に住民のニーズに即応した福祉
サービスの提供に役職員一丸となり取り組んで参り
ます。

1  基本方針

平成29年度 事業計画・収支予算
社会福祉法人  岩手町社会福祉協議会

平成 29年度  社会福祉法人岩手町社会福祉協議会  予算書
� （単位：円）

勘定科目 本年度予算額 勘定科目 本年度予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 4,253,000

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

支
出

人件費支出 237,855,000
寄附金収入 1,000,000 事業費支出 43,611,000
経常経費補助金収入 28,488,000 事務費支出 15,355,000
受託金収入 10,490,000 共同募金配分金事業費支出 820,000
貸付金収入 100,000 貸付金支出 0
事業収入 390,000 助成金支出 5,658,000
負担金収入 500,000 負担金支出 220,000
介護保険事業収入 14,790,000 その他の支出 4,300,000
保育事業収入 240,708,000 事業活動支出計 307,819,000
障害福祉サービス等事業収入 6,665,000 事業活動資金収支差額 4,050,000
受取利息配当金収入 95,000 そ

の
他
の
活
動

収入 その他の活動収入計 0
その他の収入 4,390,000 支

出
長期貸付金支出 50,000

事業活動収入計 311,869,000 その他の活動支出計 50,000
　　その他の活動資金収支差額 △50,000

予備費支出 4,000,000
当期資金収支差額合計 0

前期末支払資金残高 41,562,544
当期末支払資金残高 41,562,544
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（1） 社会福祉協議会の組織・財政基盤の強化
①職員体制の充実強化
②地域支援体制の整備
③介護保険事業財政基盤の適正化
④事務局組織体制の見直しの検討

（2） 地域社会ネットワーク事業の実施
①岩手町安心生活支援ネットワーク事業への協力
②社会福祉大会の開催
③広報活動の拡充
④地域団体との連携

（3） ボランティア活動の充実
①ボランティア（災害ボランティア）の登録・斡旋
②ボランティアリーダーの養成研修
③ボランティア保険の加入助成
④ボランティア団体連絡協議会（仮称）の設立

（4） 福祉教育の推進
①社会福祉推進校への事業活動助成
②第 25回福祉作文コンクールの実施
③キャップハンディ体験学習の実施
④教育機関との連携による福祉教育の推進

（5） 居宅要援護者等へのサービスの充実
①訪問介護サービスの実施
②理・美容サービスの実施
③移送（外出支援）サービスの実施
④集合型食事サービス「まんまと湯っこの会」の
実施（月１回）

⑤いわて“おげんき”みまもりシステムの導入検討

（6） 地域福祉活動の推進
①岩手町シルバー人材センター事業の支援
②子育てサロン「すくすく」の運営
③敬老会の受託事業の実施
④金婚慶祝会の開催

（7） 福祉関係団体の育成
①岩手町民生委員児童委員協議会との連携
②岩手町老人クラブ連合会の育成並びに連携
③岩手町身体障がい者協議会の育成並びに連携
④岩手町手をつなぐ会の育成並びに連携

（8） 町立保育所運営受託事業の推進（川口・沼宮内・ 
一方井・水堀）
①家庭・地域との連携に努め、安全・安心と信頼
の保育所運営
②地域における子育て支援事業の推進
③岩手町子育て支援センター・川口放課後児童健
全育成事業の運営

（9） 生活支援の取り組み
①日常生活自立支援事業の推進
②生活困窮者自立支援事業の連携協力
③生活福祉資金・助け合い金庫の活用及び自立援助
④相談支援事業の推進

（10）その他の取り組み
①各種募金活動への協力
②県央地区社協災害時相互支援協定に係る連携
③社協だより、ホームページ等を活用した各種事
業の紹介

3  事業推進項目

・関係機関団体と連携・協働による福祉のまちづくりの推進
・住民福祉活動の普及と活動支援
・福祉教育の推進　
・保育所等の運営を通じ、子育てしやすい環境の整備

2  重点項目
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除雪作業 日曜大工作業

剪定作業掃除作業

草取り作業草刈作業

●  

岩
手
町
シ
ル
バ
ー

　人
材
セ
ン
タ
ー

　と
は
？

　

岩
手
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

人
手
不
足
で
お
困
り
の
方
な
ど
の
要
請
に

よ
っ
て
仕
事
を
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

家
の
周
り
の
草
取
り
や
畑
の
草
刈
、
冬

場
の
除
雪
な
ど
、
長
年
の
キ
ャ
リ
ア
で

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
き
め
細
や

か
に
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
確
認

下
さ
い
。

● 

仕
事
を
依
頼
し
た
い

　と
き
に
は
…

①
ま
ず
は
お
電
話
で

　

気
軽
に
お
電
話
で
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
職
員
が
仕

事
の
内
容
を
聞
き
、
話
し
合
い
の
上
で
条
件
等
を
考
慮

し
、
依
頼
を
お
受
け
し
ま
す
。

②
就
業
の
請
負

　

依
頼
を
受
け
た
仕
事
に
合
っ
た
会
員
を
割
り
当
て
て
、

就
業
し
ま
す
。

③
利
用
料
の
請
求

　

派
遣
を
受
け
た
会
員
が
就
労
カ
ー
ド
を
持
参
し
ま
す
。

作
業
終
了
後
、
依
頼
者
か
ら
カ
ー
ド
に
作
業
内
容
の
確

認
と
署
名
・
捺
印
を
い
た
だ
き
ま
す
。
後
日
、
利
用
料

を
計
算
し
、
郵
送
に
て
請
求
し
ま
す
。

④
利
用
料
の
支
払
い

　

請
求
書
と
一
緒
に
払
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

現
金
又
は
振
込
に
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

岩
手
町

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　会
員
募
集
中
!

　

岩
手
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
に

居
住
し
て
い
る
六
十
歳
以
上
の
方
で
、
自
分
の
経
験

や
技
術
を
地
域
の
た
め
役
立
て
た
い
と
い
う
方
や
、

自
分
の
生
き
が
い
に
し
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
を
通
じ
て
働
く

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
る
地

域
社
会
で
の
活
躍
は
、
あ
な
た
の
生
き
が
い
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、岩
手
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩手町シルバー人材センター

主な作業内容の紹介

ご存知です
か？

《岩手町シルバー人材センター》

TEL 0195 ― 62 ― 3570
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ご寄附いただいた方の紹介

ご寄附
ありがとう

ございました

寄附者名・寄附団体名［平成29年1月20日～平成 29年 6月16日受付分］
⁃みちのくコカ・コーラボトリング㈱
　　西根営業所  様 ………………………… 2,330 円

⁃沼宮内婦人会
　　代表  大坊 邦子  様 ……………………30,000 円

⁃岩手町農産加工組合
　　代表  田村 妙子  様 ……………………10,000 円

⁃ネオス㈱  盛岡営業所  様 ……………… 6,398 円

⁃久保婦人会  代表  田村 禮子  様 ………20,000 円

⁃吉田 幸助  様…………………（切手）38,273 円分

⁃白浜 ナツ  様…………………………… 雑巾 150 枚

地
域
福
祉
の

推
進
の
た
め

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

７/１日
▼

31日

㊏

㊊

　

岩
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長�

藤

原
德
明
）
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
費

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
︒

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
は
、
一
般
会

員
・
団
体
会
員
及
び
特
別
会
員
に
区
分
さ

れ
、
一
般
会
員
は
町
内
各
世
帯
に
お
願
い

を
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
は
、
主

に
高
齢
者
福
祉
や
青
少
年
福
祉
教
育
事
業

な
ど
地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
、
岩
手
地
区
保
護
司
会
で
も
、
七

月
を
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
」
と
し
て
、
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
︒

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
、
保
護
司
の
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
︒

　

会
費
・
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
行
政
連
絡
員
の
方
々
に
依
頼

し
て
お
り
、
各
世
帯
８
0
0
円
は
社
協
会

費
、
ま
た
、
１
0
0
円
は
社
明
募
金
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
︒
今
年
も
地
域

福
祉
推
進
の
た
め
、
町
民
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
︒

社
協
会
費
・ 

 
社
明
募
金
の
お
願
い

社
協
会
費
・ 

 
社
明
募
金
の
お
願
い
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平成29年7月平成29年7月

社
会
福
祉
協
議
会

新
役
員
・
新
評
議
員
の
紹
介

新
役
員
・
新
評
議
員
の
紹
介

　社
会
福
祉
協
議
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
平

成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
の
評
議
員
会
に
て
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
評
議
員
会
終
了
後
の
理
事
会
に
て
、
新
会
長
と
副
会
長
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶 
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
　藤 

原 

德 

明

住
民
参
加
に
よ
る 

生
涯
現
役
の 
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
…

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
関
し

ま
し
て
、
日
頃
よ
り
岩
手
町
民
各
位

の
ご
厚
情
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
、
社
会

福
祉
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
そ

れ
に
伴
い
本
会
の
定
款
を
大
幅
に
改

正
い
た
し
ま
し
た
︒
今
回
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
は
、
経
営
組
織
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
、
財
務
規
律
の
強
化
等
説

明
責
任
を
果
た
し
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く
も
の
で

あ
り
ま
す
︒

　

現
在
、
社
協
の
役
職
員
は
百
名
を
超
え
従
来
か
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
四
つ

の
保
育
所
の
運
営
を
町
か
ら
受
託
し
て
お
り
、
業
務
量
も
膨
大
と
な
っ
て
お

り
ま
す
︒
町
当
局
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業

運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

町
民
が
つ
な
が
り
を
持
ち
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
共
に
支
え
合
い
助
け

合
う
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

い
い
町
だ
」
と
誇
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
役
職
員

一
同
、
鋭
意
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
︒
町
民
各
位
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

6月23日の理事会にて
新会長に就任した

藤原  德明  会長

久 保 親 房

府 金 洋 子

遠 藤 邦 則

武 田 吉 蔵

久 慈 聖 己 武 田　茂

遠 藤 武 光 千 葉 真 一

宇部 知惠子 田 村 禮 子

評議員

黒 澤 竹 志

大 坊 邦 子

木 津　晃 田 村　進

瀨 川 正 春

遠 藤 美江子

大 澤 勝 尚

久 保 隆 造 山 口 國 男

副会長

理　事

監　事




